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平成 26 年９月１２日（金）、第３回南山中学校区ふれあい会議を開催しました。今回は、前回のテ

ーマごとに分かれ、前回参加者で出した「困りごと」を共有し、「困りごと」を改善・解決するため

の具体的な取り組みアイディアを考え話しあいました。新しく参加された方 2 名を加え、介護保険

サービス事業者・民間事業者・民生委員・自治会長さんなどなど、様々な立場の方々、１８名がご

参加くださいました。 

南山中学校区 地域ぐるみ ふれあい会議 第３回報告 

～ふだんの高齢者の見守り・支え合い～ 

  

  

 
 

 

 

 

１．ふれあい会議の目的 

 

 

 

 

 

 

 

２．今日の話し合い 

前回のテーマは、「認知症の症状がある人が地域でくらしていくために周りの人が支援できること」「事

業者（民間・介護保険等）と連携した高齢者生活支援のアイディア」と 2 つのテーマでグループ分けを

して話しあいましたが、前回のアンケートで、「高齢者の独居者支援（ゴミ出しや買い物・見守り支援）」

のテーマでも話し合いたいとの意見もあり、3 つのテーマに分けてグループでの話しをすることに

なりました。当日、興味があるグループに分かれてもらったところ、独居者支援のグループの人数

が多く、興味関心が高いことが伺えました。 

 

グループに分かれたあと、個別作業として、前回でた課題から、自分なりに取り組みのアイディ

アを記入し、そのあとグループそれぞれアイディアを出し合い、取り組めそうなものを決めて行く

作業でした。アイディアがたくさんでたこともあり、具体的に取り組めそうなものを決めて行くと

ころまでは作業が進まず、次回へと持ち越しになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

地域住民・地域の団体・民間事業者や介護

保険事業者・行政等が、役割分担をしなが

ら、協働して取り組めそうな取り組み 

 

行政のみが取り組むべきものについては、意見

として伺いますが、継続的には話し合いません

（行政に持ち帰って検討）。 

高齢者や、その家族の、実際の困りごとや

希望に即した取り組み 

 

＊＊検討する「取り組み」のイメージ＊＊ 
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話し合いででてきた主なアイデアです 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者を雇用したい企業や
商店と、働きたい高齢者の
マッチングイベントを開催
する。 

A 認知症の症状がある人が地域でくらして
いくために周りの人が支援できること 

B 事業者（民間・介護保険）と連携

した高齢者生活支援のアイディア 

B チームは今回、５人で検討。様々な取り組みアイディアに

ついて、①すぐに出来ること ②短期的目標 ③理想とする目

標 に分類をしました。アイディアの内容は以下のとおりで

す。 

すぐできること 

「なるほど行政講座」の事
業者版を作る（みまもりネ
ットの協力事業者に聞いて
みる） 

事業者と連携した高齢者
支援の特集号を作る 

公民館まつりで夏祭り等の
飾り付けづくり、年間の市
の行事で簡単な手作業など
を依頼する。 

認知症の方も出
来ることが多
い。ボランティア
もしたい！ 

短期的目標 

南山地区のサロンに認知症
やデイサービス、介護認定
に詳しい方が参加し、気軽
に相談できるようにする。 

軽度認知症の方も参加でき
る高齢者向けのスポーツ大
会を。 

くらし何でもお助け隊や市
内の大きなスーパーに、「ご
本人が店で買い物したもの
を配達するサービス」を提
案（配達に高齢者を雇用）。 

各事業者が合同でサービス
内容の説明会を行う。 

施設に入居されるまで、介
護保険のことなどを知らな
かったという声あり。地域
に向けた説明会を充実。 

駅前センターや市民活動推
進センターに「お助け掲示
版」みないなものを作り、
元気な方が継続的に支援。 

手伝って欲しい内容
と「希望金額」を書い
て、仕事したい人につ
なぐ。 

理想の目標！ 

小中学校と連携し、子ども
達の交流の場を作る（家庭
菜園など）。 

介護保険の事業所で、認
知症の方がスタッフにな
ってカフェをやる。 

小学校や幼稚園などの教育機関と
協力し、子供の発表会など事業所
とのふれあいの場を作る。 

シルバー向けの大きな家を作る
（大きな庭付き一軒家）。畑、陶
芸などの作業。販売コーナーや軽
食コーナーがある。分かち合う喜
び、集う喜び、作る喜び。 

担当/鈴木 

担当/今井 

多くの人に周知啓発を！ 

人が多く集まる場所で認知症

の啓発チラシを配布。認知症

に興味・関心を持ってもらう

取り組みをしたい 

認知症カフェを作ろう！ 

認知症の人も家族も地域

の人たちも集えて、認知

症を知ってもらえる場所

を作ろう 

健診で認知症の兆候をチェックできればいいなあ！ 

健康診断で脳の委縮などがわかるような健診があれ

ば、早期診断ができてよいのではないか。 

 子どもとの関わりを大切に！ 

子どものうちから、高齢者のこと、

認知症の人のことを理解してもら

うために昔遊びや紙芝居などで子

どもとふれあう機会をつくる。 

上記をまとめてみて、認知症カ

フェについては、参加していた

だいている「グループホーム愛

の家」でもやってみたいとの話

しも出てきて、具体的に取り組

みを考えられそうです。 
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グループにご参加いただいている方々について 

  

南山中学校区ふれあい会議は、「地域のために力になりたい」という気持ちを持った住民・民間事業者・介護

保険事業者・団体やサロンの代表の方々が、自発的に参加してくださっています。 

例えば・・・ 

A グループ ： 自治会長・民生委員・ボランティア団体の代表者・市民（生涯大学校在校）・ 

グループホーム職員・サロン主催者 など 

C グループ ： 自治会長・民生委員・サロン主催者・ボランティア団体の代表者 など 

B グループ  ： 下記の事業者さんが参加してくださっています。 

しろいね鍼灸接骨院 

ミニストップ千葉ニュータウン南山店 

長野行政書士事務所 

愛の家グループホーム白井冨士 

白井聖仁会病院デイケア 

ケアグループあいあい 

他に、B グループには、民生委員さん・白井駅前センター指定管理者が参加して下さっております。 

 

今後、このグループから生まれた取り組みアイディアを出発点にして、地域の皆様や、事業者様に協力を働

きかけて行きたいと思います。どうぞよろしくお願い致します。グループには参加しないけれど、各テーマに

ついて意見がいいたい！という場合は、地域包括支援センター各担当までお知らせください。 

しろいね鍼灸接骨院さん・ミ
ニストップさんは、昨年度から
ずっとご参加いただいていま
す。 

愛の家さんは、各グループに
１人ずつ（３人）職員を出して
くれています。 

 

担当/加藤・米澤 

C 高齢者・独居者支援 

（ゴミ出しや買い物・見守りなどの支援） 

C チームは今回、９人で検討。 

以下のようなアイディアが出ました。 

 

上記をまとめて、 

・よろずうけたまわり所があるといいのでは！という案が出たほか、ゴミ出しについては、市のホームペー

ジのごみ出しカレンダーや、環境指導員など、既存の仕組みや制度を活用しては、という意見が出ました。 

管理組合や自治会で緊急連絡先
を把握する（鍵の管理も） 

行政と団地管理組合の共同作業で、団地単位
の急病時の対策マニュアルを作る。または災
害時を含む緊急時等のマニュアル作りを行
い、個々の対応の助けにする。 

地域の民生委員の力を借りる。 

防災会で安心カードを作り、防災会や管理組
合で管理。緊急時の連絡体制を作っていると
ころがある。これを広めていく。 

班や自治会で長になる方が、おひとりおひとりと連絡
を取り合う。または世代を超えたイベントを定期的に
行い、楽しみながら人と関われる機会を作る。 

自治会や管理組合、サロンの中でお助け隊
を作る（社会福祉協議会のお助け隊のよう
なもの） 

サロンの次の人材育成を含め、サロン等の
情報交換の場を、行政、業者と共に行い、
共にできる内容を作っていく。 
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           ふだんの業務や活動の中で、ゆるやかに高齢者の暮らしを見守っていただく、「しろい 

高齢者みまもりネット」、７月の協定書締結式・連携会議のあとも、協力事業者が３か所、 

協力団体が５か所、協力機関が１か所、増えました。 教育委員会が新たに協力機関と 

なり、市内小中学校の協力が得られることとなりました。みまもりネットの活動を通し 

て、高齢者を地域で見守っていただく重要性をお伝えする機会が増えました。 

         また、協力事業者のうち、申出をいただいた企業に、認知症サポーター養成講座を 

        実施しました。今後も、高齢者見守りや支え合いの輪が広がるように、地域の皆様と力 

を合わせて対応していきたいと思います。 

      

3．次回からの進め方 

 今回から、３つのテーマに分かれてグループごとに課題、具体的な取り組み方法などを話しあっ

てきました。各グループごとに話しではとても活気があり、具体的な取り組みもたくさんでてきま

した。そのため、今回は取り組みを出すだけで終了になってしまったグループがほとんどでした。

そのため、今回の話し合いを踏まえて、次回は、具体的に今年度取り組めそうなものを決めて行き、

詳細な話し合いができればと思っています。ぜひ、今年度取り組めるアイディアを出し、皆さんで

実現化しましょう。 

 

 例えば、９月の会議で、B グループに入ったけど C グループにも興味があるので、グループ変

更したい！という方は１０月の会議でお知らせいただくか、１０月欠席の場合は地域包括支援セン

ター鈴木・今井までご連絡ください。 

 

４．ふれあい会議 今後の日程 
次回は、１０月１０日（金）午後２時～です。９月ご欠席のみなさまも、是非ご参加ください♪ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「高齢者の見守り」ネットワーク担当 

白井市 健康福祉部 高齢者福祉課 地域包括支援センター 鈴木・今井 

 電話 047-497-3474 FAX047-498-4832  メールアドレス chiiki-hokatsu@city.shiroi.chiba.jp 

地域福祉計画（地域ぐるみネットワーク）担当 

白井市 健康福祉部 社会福祉課 厚生班 電話 047- 497-3482 

 

【 今後の開催予定 】毎月第２金曜日 午後２時 ～ 午後４時ごろ 

平成２６年１０月１０日・１１月１４日・１２月１２日・平成２７年１月９日・２月１３日  

※ 場所は、毎回 白井駅前センター です。 

続々と白井市高齢者見守りネットワーク事業協力者が増えています 

認知症サポーター養成

講座の様子 


